

ごが巧になる前に 

この取の强巧ちをあをまで 
わ济みの上正し< わ巧い< 
ピさい。 


35cm スタンド框環扇 STC -35 T 


取扱説巧書 




このたびは、醉なの商品をお賀い上け•頂きましてがにありがとうございます。 
ご巧巧巧にわず取巧お明まをお読み頂き、そめをは大切にな管して<ださい。 











本 A れ At 止 


木をつけ fcy 、 ホを 
かけたりしない。 

•巧 1. レ 3-1^ ■ SE お 
の巧因じな4ます。 


0 


mm -ガードをけけずに里転しな 
い。理お中は、ザードじがれない。 

•けがめ巧因にな！！)ます。 


0 


み 止 


■庶コードや差込プラグをが齿す 
るよラなことはしなし、。 

ホけけたり.かエした y 、 拓器ち 
に近づけたり、ホ男にまげ ty 、 
ねじったり、引っ巧ったり、至い 
t のをの廿た y 、 束ね亡りしない。 

I ■なんだまま巧巧すると思■•ショート- ' 
g かの»因にケ y すす， 

、1 ム廚- 


差込プラヴのほこ LJ はを期的にとる。 
■ブラブにげこ y がたまると，苗 t などで 
gti すさにな yjii： だ，巧 R、ttn め巧田 
にな y ます* 


〇 


»这プラブは巧元まで確実に»し 
这わ。 

■をし込みが不 g をですと 6 S や免なによ 
の巧囚じな y * 卞。 


0 


»止 


ホかめずき町などにホ KK 、 巧 t 
ビンやかをなどを差しをんだり • 
水やみ炸なをこぼさない， 

■ S 1 や M 巧の巧田にな y g す。 


0 


巧抵コードや it をプラ 
ヴが W んだり、コンセ 
ントへめ巧し込みがゆ 
るいときは桂巧しない, 

♦巧お ■ シ9ー ト ■ を：^4の 
11因にな y ち中， 



プラヴを 

コンセント 

から故< 


た手入れの巧は&ダ差 
化ブラヴをコンセント 
から巧く。また、めれ 
と手でがきまししない。 
•田* やけが をず 4ことが 
ホ y 王す， 



5 而I 日 0 VJU 巧では巧巧しない。 
•を ■- A のの因にむ y ます。 



か止 


巧をはしない.#理巧が寿お外の 
人は、分おしたり#理をしない。 

巧■ホ■■けがの巧因じな y たず。 
■♦巧は史巧6または#せ「6をがごち& 
R 口 1 A ご巧巧 <ださい。 


このようなた巧示は、必ず g 行していわだ< 
raw 」 巧唐です。 


このようなお巧示は、してはいけない 
「》止 J 巧をです《 


《おザ y いただく巧をの巧巧を巧の抬ま示で区分し、お巧しています。下祀はおを示の一例です 


瓜ホ化この全をは 「« g を ft う巧巧住正 t はみお fflS め 
/1\ みが巧生する巧た ft が巧ホ由れ古 J 内をです* 


3 g ムこの S 示は TR 亡末 b は gflSEftS 
B 口 可巧化が な] t される J 内®です ■ 


-ごを巧めがじこめ r 安を上のごま意 J をよくおみみめうえ、正しくお巧いください。 

■ ここに示したまち#巧は、が品左巧をじ正しくおがいいただを、あなたや他の人々 A のを車や圾ちを 
モ巧に防止するためのものです。 

ぷま示巧留を無巧して.おった巧いちをしたとをじをじるををや坦まの程巧を.巧の妄示で医9し、 
巧吊しています。 



■を、< 

ち、りが 
巧は切ら 
巧ちを か 
■た于卜^ 
止しツンま 
巧生ィセ け 
おをスン^ 
回がめコ田 
'# やを g 
じちを ヴ^ 
中異用ラか 
巧-桂プ r 
性めに込£ 
ご拒ち差 ♦ 





















0 


# 止 


ホの場巧では使用しない。 

由■、 ‘夫が' 田 Wt な M の巧因に在りホす。 

■ S 至やビニー J レ、ウスな:どの iBS の旦いとこ 
ろ.雨 I や本しぶホがかか4ところ 
■王！*内由ち.のど;由 H が; S 王て石と.こら 
■みほこ y > 'み I 壬こ y . 鱼 g 巧のホいところ 
■至？1¥>4 〇で化上の占 S じな4ところ 
■ガスレシジなどおの近く甲.口;由.ガ‘/リシ、 

シシナー. が八、ん ホがなどの引か巧のもの 
がみムとこみ 


0 


W 止 


すををな巧ホや、力ーテンなどの 
巧る权のなくでは巧巧しない。 

♦ T 安定なや » SA があると66 L わ 
り、お巧が力一子ンなど5巧い込んピリ、 
み W や事みの皮因にむ4ホす。 




ぶて觀 



进わ中ガードに化れわり、ガード 
の中や巧巧部へ括などを入れない。 
•けがをず&巧因じな y ホす。_ 



0 


振 止 


0 


が止 



定么ブラグを&くときは、ち斑コ 
—ドを梓たずじ、必ずホ巧の差込 
プラグを柱って引を拍く。 

■ ffi 電やシ3-卜し tsEUft することがあ y 
ホす。 



テレビ、ラジオ I 補费巧などの巧 
<で巧わない。 

•S 巧が田いとを々 S 内7ン子ナ巧苗巧 
に#ちが A る4をがあ y ますので，だ 
■めないところ走で»してご往用 < ど 
さい。 



らみく 


スプレー股ちが、爸公用、巧除巧 
など}をかけない。 

•# 化や*公®分が t » しわり、巧»ずる 
巧因にな4ま■す。 


«品ぞ榜曲するときは、引をダら 
なし、 

• ホホ■に«がつ < 田田じな y t ず。 


0 


#止 


0 


m 止 


風去度時尚み化に当てない。 

■ HS ホ g する w 因になりち 巧に曲み 
お、 お年#4、ご At のち I こはご 3* く 


だちい* 





を 


fj 


本柏こち巧なを姑が巧生した巧 
さは巧巧を中止する。 

着巧お P ガードがが S してけが击す古曲 
因にな yg す 。 ' 


巧巧をホ止 



も q 


ミ 


使用しないとまは、是込プラブを 
コンセント からな<。 

♦ ホがややけど、お its 化によ五！ fig や巧 
■お M め S 田にな y ます。 


本ホに化ってあるなちシールはが 
巧にはがをない。 

#が防止めためまでをめられてい 
ます。 

♦注*シーんのわ宜はおず巧ってくだ占い。 


運おしながら持ち運んピり.核なさ 
せない。 

• 巧# a れやけがめみ因にむります， 










^ なをが日0たを超える巧おせめある 

巧所（武天下の車内、ルをや误房 
■■ おおのそば）じなちしない。 

ス^ F 善 あかのをおによるシヨ-卜、おルの 
巧因になります。 

ちちの g いじ啤うとんの上でご巧巧 
■墨じなるとお闽のをれがちりまずので 
VW まちして<ピさい。 

♦けがの關になけす。 

/ vN 巧をちとしては巧巧しない。ダクト 

1 XJ やな巧の中等で巧用しますと、モ— 
ター巧巧やお巧が巧なする巧れがあ 
m it y ます P 

$力は直接コンセントからある。 

■ ■ やむを得ず姓をコード左を巧する巧 
台は、できるどけをいおでご使用 
ください。 

x-v 本怯の上におったり，街运を与えな 
fX 1 い。また，足で巧む巧れのある场巧 
V V 1 こはお苗しない。 

^ 睾本ホのせ世，史あ，かれ、けがの巧因 

* t じなりをす。 



r 


L 


組立部品図 


^大きさは実寸比と異なります。 






ベース X 1 



キヤッブ X 1 


スライドシャフト X 
-斯巧めがけリングけを 


3 










A 


を部名称 


k 


L 


J 



[WW1 

巧巧一 

前ガード’ 


をおコード 


ちを进節/ブ 


ガード IJ ング 


スライドシ卞フ 


固定ホルダー 


キャップ 


モ■巧プラプ 



へツ ド因定^ブ 


をガード 


ダイヤルま 
スイッチ 


モーター 


4 






















仕様 


巧 巧 

AC100V 己 0/ 日 OHz 

姐 

S 

巧 

節 

巧 

中 

お 

巧 



巧 

0.3 9/0, 4 斗 A 

0.3 3/0 3 6 A 

0 .己 3/0. 31 A 

巧 

巧 

お 

力 

3 白/ 4 4 W 

3 4/3 8W 

3 0/3 2W 

化 



违 

1百 0 / 1 51 m/m i n 

113/10 3 m/m i n 

9 2 / S 4 m/m i n 

風 



£ 

5 7/57 m^/m i n 

4 3/39 mS/m i n 

3 5/30 m^/m i n 

フ 

T 

ン 

を 

3 5 cm 3 巧巧巧（お箱が） 

ち脯コ- 

-ドちさ 

V C T F K 0 7 百 mm= 'みと約 己 

0 m 

本 

ホ 

寸 

ま 

W 4 7 Omm 


0 6 0 mm 

巧 



ち 

的 5. 4 k 巨 


が品は巧居等のため、予告痛くか巧-化巧等ををずずることがあ y ます。 
この留品は、巧かではご巧きになれません 。 FOR USE [N JAPAN ONLY . 


組立て方 


①スライドシャフトからなめ付けりシブをかします。 

('るベースの上にキャップを巧き、スライドシャフトを A 込み 
まず。 


领スライドシャフトとベースを手で巧さえながら巧に巧し、 
ベースまちけ、ら巧めけけ IJ ンヴを回して、しっかり辅めけ 
けます。 
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(を A ッ ドがからへッド固定 J ブをかし.スライドシャフト[二# 
込みまず。 



⑤しっかり曲までさ込みましたら、へッド固ま/ブでおめかけ、 
固をしてください。 



使い方 


①送風させるには 

スイツ于は、3技[陌 [5 圭•中■巧）にの丑机 g できる 
3這ダイヤル式スイツ子になっております b 

<固をさ]!> 

ち方向(固ち巧|〇に回すと送曲を巧をします。 

「均」にすると送風を巧止します。 

<债回巧風> 

ち方向 f 巧回側）に回ずと旋回-进風を讯化しまず。 
■■切」じずると怔回-度風をを止します。 



くお回送風とは> 

お巧が巧回してを at を泡巧させながら送風しまず。 

は来の首振 y 巧巧とはるい、ファンの おが かが上下左ち約 28 を旋回しますので 
1,本体の巧きををえずに風を街巧さ甘ることができます。 

2 .首振りにが要なスペースが丢らないのでちスペース。 






ぷ因走送風法おは、巧巧が固定されるので、あらかにめお回送風法拉でお巧の方向を进風し t い向きに 
をわせてから巧って < ださい。 
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②風向きを上下に変えるには 


A 

〇 

角巧ををえる時は、スイッチを切リ、巧巧の回おが止まつとことぞ巧致して 

を 

から择ホして < どさい。 

意 

的り巧い 

ま* 

善けがの原因にな y ずず。 


上下の巧をは、手助で巧巧できまず。 

»上を向くファンで上空への进風が巧巧です 



③高さを変えるじは 


A 

を 

意 


〇 

のり巧い 
江 ft 


ちさををえる時は、スイッチを切リ、巧巧の回おが止まとことぞ巧留して 
から径ホして < どさい。 

おずスライドシャフトをちって団をホルヴーでおちに济めて<ださい。 

•がめ村けが巧かったり.巧んでいるとおな-ケザの巧因になります， 


巧さは S 70 〜106 Omm に巧節可巧です。 

お巧きな巧さに合わせてお巧いください。 

%巧巧巧は、可勒なに巧を巧まないようじ Si をつけてくピさし、。 



ご桂用をは串な防止と巧壬のためモ厢プラブ去コンセントから巧いてください。 
ダイヤルき[切」の化苗にしてから宙巧プラヴを巧いてくピさい。 


A 

寸 

/ぶ 

を 



プラヴを 

コンセント 
から在 （ 


巧用時な外は、ち巧プラヴをコンセントから植いてくださし、。 
♦けが や々 けどを なお 化による 巧®、 ぶの 巧 因にな W ます， 
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お手入れと保管 


A 

巧 

化 

お手入れの除はをで在込プラブをコンセントから巧く。また、めれた手では去 
差ししない。 

3ち_ヴち♦史«やけがをずることがあ yg ず* 

=1 ンセシト 
から巧< 

A 

避 

を 

本 ホやスイッ于部にかや; 巧を つけた y 、 かをかけた y 、 丸 ホいをし ないでく 

■巧■■ショート ■ >みの J0 田にな y ます。 

木&れ#山 


[前ガード"习が艮の外し方] 


迅巧ガードのかしち 

•ガードリンゲをプラスドライパー(市おを）でかして < ださい。 
おりがけの保は、をの丰 II 民でしっかりと固定して<ださし、。 



を巧巧のかしち 

•前ガードを巧しましたら，スピンナーを回して巧め、かして 
<ださい。 

なりザけの照は、ぶの丰 II 民でしっかりと國をして<ださい。 
ぷあり忖けの照は、手で巧巧を回し、スピンナーがをちないこ 
とをな贸してください。 



[おモ人れ方ま】 


习习根.モーターがにほこりがを a にがをしますと異*ま*拒割.モーターの過おの巧困じなり 
ます。[前だ ー ド■巧巧のかしち]を奉おじかりがし、定期のに巧除して<ださい。 

-本化は、めるま巧か中せホ巧を;ちしわかで巧れ左はきあり、をらかいホで化拭きをしてくピさし、。 

-シン ナ ー- ベンジン-アルカリミ先削-か'由-ベンゾール-アルコール-みがきが等で枯かないでくどさい。 

栓 t おやを 任が かがを を- を'質したり、を巧がか I ずたりずるをれがあります。 

- A い巧ご博巧にな y ますと、屯おコードの接尚部におコリや水分がかちすることがあります。ホコリや 
水分がせ去している巧をは、化いた布で巧きのってからご巧巧<ださい。 

-お字ぞうきんでこすつと LJ . ft 時巧巧化させとままにしておきますと、まを■ま黄したり塗装が却ザ 
たりすることがあ LJ まずのでごをちください。 
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[巧ち方法] 


* 本巧にかいたちれをよく巧き巧って < ださい。枯おが巧を，を巧したり、巧误する巧因とな LJ ます。 

-なち巧巧はな忍を湿の巧所やを巧曰ホのをたる巧巧をのけてください。 

•丑をが5だ C をおえる巧 fiE せのある巧ホ（巧天下のを巧、 A みや思房な坦のそば）に巧ちしないでください。 
-を時巧巧用しない巧台は、スイッ于を切り_差し込みプラヴをコンセントから巧いてください。また 
ホコリがつかないように本なじビニール装#をかけて巧ちしてください。 


修理を依頼される前に 


巧冉を巧 L ： たときは、本をお掩かめになつてからお5い巧め化ホちじご巧な < ビさし、。 


化態 

原因 

封を 

スイツチを入れても巧巧が 
回らない 

-差し込みプラグがコンセン 
卜に正し<是しをまれてい 
ない。 

■コンセントじちしまれて 
いるかみ技 

スコードにな#がないか点お 

■モータ^-スイッチのみほ 

-お畏い上げ化ホ巧に巧なずる 

異音がする 

-をみが视まっている 

■巧杨をかリ梯< 

-巧ぶみ巧が不安定 

■ちをしたミ宝あのある巧巧に巧 
助ずる 

巧ちがする 

-モーター 桓な 

* お貢い上けお売巧に巧‘がする 

巧相め回化が担い 

-モ圧がない 

-正しい车圧で巧巧する 

-延 ft コードが S すぎる 

* 巧ちコードは巧用しない■: 
コンセントからぶい巧印で巧 
用する 


上たを巧致してもまわらない場をは、わ貞い本め巧ホ巧におち-情理をご巧房 < どさし、。 
おを巧ご自きでの條理は、を核を伴いますのでを対にしないで < どさい。 

《修理には巧ななは化が化まです。 
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t 


构 


男巧があれば 

ご使用中止 n 

巧煩 -巧化の巧れ 
があります， 
•すぐにま込プラグ 
モたいて < ビさ 
し、. 


こんなを巧は古スイツナを入 * 羽相が回ぅても * 回おするとを 
fcutu ■.ム れでちホのし に！]ちが に a 夕む«が 

あ H ませんか _ぃ .■心 4 ^ T 一 7 L 

ない ♦ |8かゥたリ^^ する ♦ 


女モ ー9 -巧ザが®*に 
»かつた y コゲ<さい 
にわいがす五， 


再巧巧の巧じは t 
あず巧巧店にごな 
致（ださい， 


•上をのようなをけがな < ても、巧をのわめ定が的な点橘をおすすめします。 
な括見用については眼売店にご巧な< ださい。 


長年ご使用の扇風機はよく点検を 


ま全にホを < お使いいただくためには、よ < 点検をお願いします, 









株式会社ナカトミ 

干;3日の e 巧巧»上宙并巧を山村义宇ぁ#ぉ化餐化2 


♦巧占についてのお問い台•わせは r お吾巧巧 iss ち Pj までご里なくださし\ 


お客榜巧設ち 口 TEL . 026-245-3105 FAX . 026-24 S -7101 


受けの ra の; flO -1 E ;如巧; D 0-17 :の(± ■ B ■ 紀曰巧な< ) 

5 K な品は巧民巧のため卞ちな C か巧-壮巧 s を SE することがみります。 


m 2. D 1 




